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１．受験の動機 

私は業務の中で、土壌診断や土づくり提案に携わっており、これまで経験に基づく判断や
既存の指針に沿った提案を行ってきました。しかし、お客様からの相談は年々高度化してお
り、原因が特定しにくい生育不良、コスト削減と品質向上の両立、持続可能な土づくりとい
った課題に対して、より論理的かつ根拠ある説明と処方が求められる場面が増えています。 
また、「みどりの食料システム戦略」においては、2050 年までにめざす姿として「輸入原料
や化石燃料を原料とした化学肥料の使用量 30%低減」が掲げられています。土づくりの課
題解決を行うには、より高度な専門知識が必要であると感じています。 
ヤンマーグループには土壌医検定資格登録者が約 1,400 名在籍しており、全国に土づくり

マスター・アドバイザーを配置しています。農業機械による提案だけでなく、土づくりの観
点も含めて、お客様の課題を総合的にサポートできる体制を整えています。 
前職は JA で営農指導員として勤務していましたが、ヤンマーアグリジャパンに入社して

から土壌医検定の存在を知り、2020 年度に 2 級を取得しました。土壌医検定は、単なる知
識の習得に留まらず、「土壌を診断し、処方箋を提示できる人材」を目指す資格である点に
魅力を感じました。ヤンマーグループの土壌医検定資格登録者の継続的な知識向上に携わる
立場であることも踏まえ、自身のスキルを体系的に整理し、次のステップに進むための機会
と考え、受験を決意しました。 

 
２．受験対策 

 1級は、3度目の挑戦でようやく合格することができました。 
業績レポートでは、比較写真や比較データを記載することを意識しました。限られた文字

数の中で実践内容を全て伝えることは難しいため、土壌分析値や作業前後の写真、生育量や
収量の対照区との比較データをできるだけ盛り込むようにしました。その結果、初年度に B
判定を得ることができました。難しい技術ではなく、普及・実践しやすいテーマであること
も評価につながったと感じています。 
学科試験対策としては、2 回目まではテキストの確認と過去問演習が中心でしたが、3回

目は学習方法を見直しました。具体的には、テキストを読むだけでなく、B6 サイズのノー
トに章ごとに要点をまとめるようにしました。さらに、過去問で誤答した内容を付箋に書い
てノートに貼り、繰り返し整理・復習を行いました。 
自分で考え、手で書いてまとめることで、自分だけの教材ができ、知識の定着率が向上した
と感じています。ノートは持ち運びもしやすく、隙間時間の学習にも有効でした。また、一
緒に受験する仲間の存在も大きな支えとなりました。 



３．今後の抱負 

 今後は、本資格の取得をゴールとするのではなく、実務の現場にしっかりと還元していき
たいと考えています。土壌診断に基づいた論理的な提案を行い、お客様の課題に対して再現
性のある解決策を提案できる人材となることを目指します。 
特に、近年の肥料価格の高騰に加え、「みどりの食料システム戦略」において化学肥料の使
用量低減が掲げられ、農業を取り巻く環境は大きく変化しています。このような情勢の中で、
土壌の状態を正しく把握し、適正施肥や有機質肥料の活用によって無駄を省くことで、収益
性と環境負荷低減の両立に貢献していきたいと考えています。 
農業機械の販売においても、機械単体の提案にとどまらず、土づくりや栽培体系全体を踏

まえた総合提案が求められています。土壌診断の結果を参考に、作業効率や資材投入量の最
適化につながる機械活用を組み合わせることで、ヤンマーならではの付加価値を提供して
いきます。加えて、スマート農業の観点においても、土壌データや圃場情報の活用は重要に
なります。土壌診断結果とデータ活用を組み合わせることで、より精度の高い施肥設計や栽
培管理につなげ、「経験」に頼る部分と「データ」に基づく判断を融合させた提案を実現し
ていきたいと考えています。 

 
写真：ヘアリーベッチを活用した土づくりの取り組み（細断・すき込みの同時作業） 

 
写真：社内土壌医検定資格登録者向け学習コンテンツ 


